


1章 あふれるプラスチックごみ

　右の写真のゾウは、アジアの森林にすむ野生のゾウで

す。干
かん

ばつの影
えい

響
きょう

で食べ物が不足し、森のすぐそばに捨
す

てられたごみのにおいにつられて、森から出てきたのです。

菓
か

子
し

の袋
ふくろ

や食べ物の容
よう

器
き

などのプラスチックごみには、に

おいが残っています。そうしたごみを食べ物とまちがえて、

ゾウは丸ごと飲みこんでしまいます。この場所からさほど遠

くない森のなかで、1頭のゾウが死んでいたそうです。プ

ラスチックなどのごみを食べてしまったことが原
げん

因
いん

でした。

　地球上のあらゆる場所で、死んだ生物の体内から、消

化されずに残ったプラスチックごみが見つかっています。

また、プラスチック製
せい

のネットが体にからまって窒
ちっ

息
そく

したり、

動けなくなったりする生物もいます。プラスチックごみは、

いつのまにか生物の命をうばう凶
きょう

器
き

になっていたのです。

自然界に入りこむプラスチック

捨
す

てられた漁
ぎょ

網
もう

がからまり、

おぼれ死んだウミガメ。

命をうばう凶
き ょ う

器
き

になる！？
わたしたちがふだん便利に使っているプラスチックが、生物の命をうばっています。
それは、いったいどういうことなのでしょうか。

プラスチックごみが
生物の命をうばって
しまうなんて、
ショックだよ！
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1章 あふれるプラスチックごみ

そんなに小さな
プラスチックごみが
あるなんて！　
ホントにこまるね！

いろいろなマイクロプラスチック。色や

形はさまざまで、目に見えないほど小さ

なものもある。

劣
れっ

化
か

した園芸用ポット。

マイクロビーズは、プラスチックでつくられた球
きゅう

状
じょう

の小さなビー

ズ。写真のように目に見えるものから、目に見えないくらい小さ

なものまである。

プラスチック樹
じゅ

脂
し

ペレット（プラスチックレジンペレット）は２〜６

mmほどの工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

の原料。製
せい

造
ぞう

や輸
ゆ

送
そう

過
か

程
てい

でもれ出てしまったも

のが世界中の浜
はま

辺
べ

で見つかっている。

回
か い

収
し ゅ う

できない
マイクロプラスチック
大きなプラスチックごみは、ひろい集めることができます。でも、小さな
マイクロプラスチックは、なかなか回

かい

収
しゅう

することができません。

　マイクロプラスチックとは、大きさが５㎜以下の

小さなプラスチックのことです。大きかったものが

細かくくだけたものと、最初から小さなものの2種

類あります。プラスチックごみのなかでもっともやっ

かいな存
そん

在
ざい

は、マイクロプラスチックといわれていま

す。目に見えないほど小さなものもあるため、回
かい

収
しゅう

することが困
こん

難
なん

だからです。マイクロプラスチックは

知らないうちに世界中に広がり、地
ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

に大きな

影
えい

響
きょう

をあたえているのです。

　プラスチックは、古くなったり太陽の光に当

たったりするうちに、少しずつもろくなります。

何かにぶつかったりこすれたり、水中で波にもま

れたりすれば、どんどんくだけていきます。こう

して細かくなったものが、マイクロプラスチック

になります。

　最初から小さくつくられたプラスチックもあります。たと

えば、歯
は

みがき粉
こ

や洗
せん

顔
がん

料
りょう

などには、大きさが1㎜以下

のマイクロビーズとよばれるプラスチックが使われている

ことがあります。また、芳
ほう

香
こう

剤
ざい

の香
かお

り成分や農薬などをく

るむ、マイクロカプセルという小さなからもプラスチック

でできています。ほかにも、いろいろな工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

の原料に

なるプラスチック樹
じゅ

脂
し

ペレット（プラスチックレジンペレッ

ト）とよばれる小さなつぶもプラスチックでできています。

　合成ゴムでできたタイヤや靴
くつ

底
ぞこ

などに使われているプ

ラスチックは、摩
ま

擦
さつ

によってけずられます。マイクロプラ

スチックは、日
ひ

々
び

発生していて、道ばたや畑、空気中に

飛び散ると同時に、土のなかや川、池などにもまじって

いきます。プラスチックをふくむ合
ごう

成
せい

繊
せん

維
い

でできた服やス

ポンジなども、使うたびにプラスチック片
へん

がはがれ落ち、

マイクロプラスチックとして排
はい

水
すい

といっしょに川や海に流

れ出ています。

だんだん小さくなるプラスチック

最初から小さいプラスチック

摩
ま

擦
さつ

で小さくなるプラスチック

タイヤやスニーカーの靴
くつ

底
ぞこ

などに使われるプラスチッ

クは、道路とこすれて細かくなり、空気中に飛び散る。

もっともやっかいな
プラスチックごみ

マイクロプラスチックは、
知らないうちに
使われているんだね。

歯
は

みがき粉
こ

などに使われる
マイクロビーズは、よごれを
きれいにこすり落とすために
あるんだって。
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2章 プラスチック汚
お

染
せ ん

をくいとめよう

どんな未来にしたい？
プラスチックは、社会生活と深く結びついています。問題の解

かい

決
けつ

には、未来の社会を
想
そう

像
ぞう

することも大切です。

S
エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

とは、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

でよりよい未来を実
じつ

現
げん

させるための、
世界共通の目標です。プラスチックの問題とも密

みっ

接
せつ

に関係しています。

● 2030 年までに達成すべき 17の目標

目標3　すべての人に健康と福ふく祉し を
あらゆる年

ねん

齢
れい

のすべての人の健康的な生活を

確
かく

保
ほ

し、福
ふく

祉
し

を推
すい

進
しん

する。

目標14　海の豊ゆたかさを守ろう
海洋と海

かい

洋
よう

資
し

源
げん

を持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開発に向けて保
ほ

全
ぜん

し、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な形で利用する。

目標12　つくる責せき任にん つかう責せき任にん
持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な消費と生産のパターンを確
かく

保
ほ

する。

未来を変える力
　プラスチックのおかげで、わたしたちは便利な生

活をおくることができます。でも、そのかげで、プラ

スチックごみであふれた場所で生きる人
ひと

々
びと

がいます。

自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

がこわされ、生物は命の危
き

険
けん

にさらされて

います。人の健康への影
えい

響
きょう

もまだよくわかっていな

いので、未来も安全とはかぎりません。

　一方、プラスチックは、医
い

療
りょう

などの多くの分野で

必
ひつ

要
よう

不
ふ

可
か

欠
けつ

なものとして利用されています。そのす

べてを自然のものに切りかえるのは難
むずか

しく、仮
かり

にで

きたとしても、別の環
かん

境
きょう

破
は

壊
かい

につながるおそれもあ

ります。「役立つけれどやっかい」なプラスチックは、

社会のしくみ全体と複
ふく

雑
ざつ

につながっているのです。

プラスチックゼロのくらしは、今すぐには実
じつ

現
げん

不
ふ

可
か

能
のう

です。でも、もし、このままにしたくないと思うな

ら、どうすればプラスチックにたよらない社会にでき

るのか、それにはわたしたちが何をすべきかを考え

ながら行動する意
い

識
しき

をもつことが大切です。それが

未来を変える力になるはずです。

　大学などの研究機関では、マイクロプラスチックを

取りのぞくための研究に取り組んでいます。滋
し

賀
が

県
けん

に

ある長
なが

浜
はま

バイオ大学の小
お

倉
ぐら

淳
あつし

さんは、マイクロプラ

スチックを分
ぶん

解
かい

する能
のう

力
りょく

をもつ水中の微
び

細
さい

藻
そう

類
るい

に注

目しました。現
げん

在
ざい

、琵
び

琶
わ

湖
こ

の水
みず

処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

に、微
び

細
さい

藻
そう

類
るい

を利用した処
しょ

理
り

槽
そう

を追加して実験を行っています。

　また、奈
な

良
ら

先
せん

端
たん

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

大
だい

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

の吉
よし

田
だ

昭
しょう

介
すけ

さんらによる研究チームは、プラスチックの一種を

食べて分
ぶん

解
かい

する細
さい

菌
きん

を発見しました。

　これらの研究が実用化されれば、マイクロプラス

チック問題の解
かい

決
けつ

方
ほう

法
ほう

のひとつになることが期待で

きます。でも、いくら取りのぞく技
ぎ

術
じゅつ

が発達しても、

大量のプラスチックごみがへらないかぎり、根本的

な解
かい

決
けつ

にはならないかもしれません。

マイクロプラスチックを取りのぞく研究

17 の目標でとくに関連している目標を選んで紹
しょう

介
かい

します。

プラスチックを食べて分
ぶん

解
かい

する
昆
こん

虫
ちゅう

も見つかったんだよね。
ガの幼

よう

虫
ちゅう

でワックスワームって
いうんだってさ。

ほかの目標にも
プラスチックと
関連しているものが
あるかもしれないね。
調べてみよう。

S
エス

D
ディー

G
ジ ー

s
ズ未来のための目標

　ひとつの問題は、さまざまな問題と関係してい

るものです。プラスチックの問題も、自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

や

資
し

源
げん

、健康、貧
ひん

困
こん

など、いくつもの問題に関わっ

ています。

　わたしたちの社会は、今はまだ使
つか

い捨
す

て社会

だといえるでしょう。使
つか

い捨
す

てされるものはプラ

スチック製
せい

品
ひん

だけではありません。プラスチック

対
たい

策
さく

だけでは、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な世界、つまり、将
しょう

来
らい

にわたって継
けい

続
ぞく

できるような、よりよい世界を実
じつ

現
げん

することはできません。プラスチックの対
たい

策
さく

と

あわせて、そのほかの問題もいっしょに考えてい

く必要があるのです。

プラスチック問題を解
かい

決
けつ

するために

プラスチックには、添
てん

加
か

剤
ざい

など、健康を害する化
か

学
がく

物
ぶっ

質
しつ

が使
われていることがあるよ。プラスチックに使用する添

てん

加
か

剤
ざい

を
もっと制

せい

限
げん

するべきなんじゃないかな？

環
かん

境
きょう

や人に悪
あく

影
えい

響
きょう

をおよぼさないように、プラスチックのリ
サイクルやプラスチックにかわる素

そ

材
ざい

などについて、つくる
側、つかう側、双

そう

方
ほう

で考えていけるといいね。

海の生物はプラスチックごみによって苦しんでいるよ。海へ
流出してしまったプラスチックごみを回

かい

収
しゅう

することが大切だ
ね。そして、回

かい

収
しゅう

が困
こん

難
なん

なマイクロプラスチックをこれ以上
出さないようにしよう。
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